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帝人ファーマ株式会社

在宅医療モニタリングシステム

HOT見守り番® 「TOMS-M」
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■ 帝人グループの概要

帝人ファーマ（株）
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■ 在宅酸素療法 （HOT：Home Oxygen Therapy）

家の中では酸素濃縮器 外出時には酸素ボンベ

1982年 国産初の膜型酸素濃縮器を開発

1984年 吸着型酸素濃縮器発売

2011年 国内患者数8万人

1985年 保険適用

2011年 国内患者数15万人

【国内動向】 【帝人ファーマ】

❑入院から在宅へ
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■ 酸素とともに、いきいき暮らす

15
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■ 在宅酸素療法への不安の声

❑平均年齢 : 71.1歳
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❑機器故障などのトラブル対応 （24時間体制コールセンターにて対応）

❑ 患者様からは不安の声も （目/耳が不自由な方、機器操作に自信のない方、他）

＜帝人ファーマ（株）調べ＞

❑家族構成 : 約50%が同居人2人以下

❑機器の取り扱い : 約75%が高齢者
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❑日中状態 : 約60%が高齢者のみ

高齢者2人
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医師

運転履歴

■ 酸素濃縮器モニタリングシステム

HOT見守り番® 「TOMS」 

 Teijin Oxygen-concentrator Monitoring System

❑酸素濃縮器の運転情報を帝人サーバへ自動送信

❑ 24時間×365日、機器を遠隔監視しトラブル対応

❑ 運転履歴を主治医にレポート（治療の指導管理に活用）

<公衆電話回線を利用し1999年より運用>

酸素濃度、流量、圧力、運転時間、警報、他
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■ TOMSの課題と目指した姿

❑ TOMSの課題

・ 配線作業が複雑

・ 通信インフラの多様化

・ ADSL、光、IP電話、ドアホン．．．

子機

親機

分配器

ADSLモデム
ADSL

スプリッタ

旧TOMS （ADSL配線の一例）

携帯電話通信式 「TOMS-M」
❑目指した姿

・ TOMSの普及

・ 配線/設置作業の容易化

・ 携帯電話通信モジュールの採用

思うように普及せず

「安心」をより多くの患者様へ
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■ 「TOMS-M」の全体像

酸素濃縮器

TOMS-M端末
（通信ﾓｼﾞｭｰﾙ内臓）

データ集約
サーバ

データセンター

機器運転情報／アラーム通知

患者自宅

キャリアＶＰＮネットワーク
（NTTドコモ社） VPNサービス

ﾚﾎﾟｰﾄ
提示

設置
依頼

機器故障アラーム故障対応・サポート

機器運転履歴装置設置

医療機関

①

②

R R

③

④

④⑤

⑤

2010年7月より運用開始
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■ TOMS-Mの導入効果

❑作業コストの削減

医療機関 営業担当者 患者宅
TOMS設置

装置設置
依頼 訪問

患者宅
回線環境
確認

帰社

設備手配
・

技術者
アサイン

訪問

医療機関 営業担当者
装置設置
依頼 訪問

患者宅
TOMS設置 作業コスト削減

①旧TOMS設置フロー（公衆電話回線）

②新TOMS設置フロー（TOMS-M）

❑設置数の増加

より多くの患者様に「安心」を提供

・ 10ヶ月で3倍以上

・ 2010年度 設置計画数を ほぼ達成

・ 最終的に全患者様へ設置を目標

旧TOMS

TOMS-M

2010年6月 2011年3月
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■ TOMSの有効事例① <異常時の緊急対応>

長野県の事例

冬期、山間部に住む患者様宅で、廊下に設置

していた酸素濃縮器が寒さのため濃度低下。

早急に連絡・訪問し、適切な設置場所に変更。
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■ TOMSの有効事例② <機器の予防保全>

❑性能劣化に対し未然対処 （部品耐久劣化傾向をモニタリング）
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■ TOMSの有効事例③ <治療の指導管理>

１ ＨＯＴ導入後、呼吸苦で頻繁に外来受診

２ ＴＯＭＳデータより、安静、労作とも同じ
１L/min を使用していることが判明

３ 主治医に報告し、患者様へ正しい流量
で酸素吸入するよう指導

４ 正しい流量で酸素吸入し、呼吸苦が軽減

酸素1L/min運転 酸素2L/min運転

❑患者様の処方
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■ ユーザーの声

「遠方で老夫婦ふたり生活のうえ、母は認知症で介護が必要。 

遠隔管理できるシステムはないか。」 ⇒ TOMS-Mを設置

❑患者様ご子息

「機械も絶対ではないので、このような仕組みは安心できる。」

❑ 患者様

「患者の安全がより向上する。」

「運転履歴情報は、患者指導の際に参考になるので助かる。」

❑ 医師
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■ 東日本大震災の経験

❑災害対策マニュアルに沿った対応

・ 患者様の安否確認（電話 or 訪問）

・ 酸素供給器/バッテリ等、物資緊急配送

・ 各地からの応援要員

全国から酸素ボンベが仙台に

ボンベ配送中の所員車中より

所員ボンベ配送中に撮影（石巻市女川町）
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TOMS通信復帰推移(仙台営業所）
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■ 東日本大震災の経験

❑ TOMSによる安否確認支援

● 3日以内

● 4~7日

● 8~14日

● 15日以降

▲ 未通信

・ 安否確認の優先付け

・ 携帯用酸素ボンベ配送の優先付け

TOMS未通信の患者様を優先して安否確認
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